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愛
知
へ
の
招
致
で
委
員
会
発
足

愛
知
へ
の
招
致
で
委
員
会
発
足

災
害
・
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
応

災
害
・
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
応

中
建
審

社
整
審

建
設
業
許
可
制
度
の
見
直
し
へ

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
原

則
二
十
二
歳
以
下
の
青
年
技

能
者
を
対
象
に
隔
年
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
技
能
競
技
を

通
じ
て
参
加
国
・
地
域
の
職

業
訓
練
の
振
興
と
技
能
水
準

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

国
際
交
流
と
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

配
管
、
冷
凍
空
調
技
術
、
産

業
機
械
組
立
て
、
機
械
製
図

Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
管
理
な
ど
五
十

一
職
種
を
対
象
と
し
た
唯
一

の
世
界
レ
ベ
ル
の
技
能
競
技

大
会
だ
。

非
政
府
組
織
の
ワ
ー
ル
ド

ス
キ
ル
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
Ｗ
Ｓ
Ｉ
）
が
運
営
し

て
お
り
、
現
在
七
十
九
カ
国

・
地
域
が
加
盟
し
て
い
る
。

日
本
選
手
団
は
一
九
六
二
年

か
ら
国
際
大
会
に
参
加
。
日

本
で
は
こ
れ
ま
で
に
東
京

（
一
九
七
○
年
）
、
大
阪

（
一
九
八
五
年
）
、
静
岡

（
二
○
○
七
年
）
の
三
カ
所

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
の
初
会
合
で
は
加

藤
勝
信
厚
労
相
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
わ
が
国
は
大

き
な
変
化
に
直
面
し
て
お

り
、
今
後
の
成
長
に
向
け
て

生
産
性
革
命
な
ど
が
不
可
欠

だ
。
技
能
五
輪
国
際
大
会
は

そ
の
絶
好
の
機
会
に
な
る
と

確
信
し
て
い
る
。
近
年
で
は

新
興
国
が
台
頭
し
、
メ
ダ
ル

獲
得
数
が
減
少
し
て
い
る
。

日
本
の
技
能
水
準
を
高
め
、

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る

よ
う
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
招

致
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
促
し
た
。

委
員
会
は
労
使
団
体
、
技

能
関
係
団
体
、
愛
知
行
政
担

当
者
、
有
識
者
な
ど
幅
広
い

メ
ン
バ
ー
で
構
成
。
委
員
長

に
大
村
知
事
、
委
員
長
代
理

に
釜
和
明
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
会
長
を
選
出
し
た
。

大
会
招
致
部
会
で
は
招
致

に
必
要
な
具
体
的
活
動
方

針
、
大
会
テ
ー
マ
、
開
催
プ

ラ
ン
な
ど
を
立
案
す
る
。
機

運
醸
成
部
会
で
は
国
内
の
機

運
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
企
画
。
選
手
強
化
部
会
で

は
出
場
予
定
選
手
の
強
化
策

や
職
種
別
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

の
総
合
管
理
、
日
本
が
参
加

し
て
い
な
い
職
種
へ
の
対
応

策
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
る
と
、
十
月
に
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
か

れ
る
Ｗ
Ｓ
Ｉ
総
会
で
二
〇
二

三
年
国
際
大
会
開
催
国
の
募

集
を
開
始
。
来
年
一
月
頃
に

立
候
補
に
向
け
た
審
査
書
類

を
Ｗ
Ｓ
Ｉ
事
務
局
に
提
出

し
、
Ｗ
Ｓ
Ｉ
事
務
局
の
検
証

訪
問
や
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
の

提
出
を
経
て
八
月
末
の
ロ
シ

ア
・
カ
ザ
ン
Ｗ
Ｓ
Ｉ
総
会
で

開
催
地
が
決
定
す
る
。

中
央
建
設
業
審
議
会
・
社

会
資
本
整
備
審
議
会
産
業
分

科
会
建
設
部
会
は
四
月
十
六

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
会
議
室
で

第
三
回
基
本
問
題
小
委
員
会

（
委
員
長
・
大
森
文
彦
東
洋

大
学
法
学
部
教
授
・
弁
護

士
）
を
開
き
、
建
設
業
許
可

制
度
の
見
直
し
へ
意
見
交
換

し
た
。
工
事
開
始
後
の
リ
ス

ク
発
生
時
に
お
け
る
手
戻
り

防
止
策
、
建
設
工
事
へ
の
工

場
製
品
の
一
層
の
活
用
に
向

け
た
環
境
整
備
、
公
共
発
注

者
に
よ
る
施
工
時
期
平
準
化

策
、
災
害
時
や
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

入
札
契
約
制
度
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

国
土
交
通
省
の
建
設
産
業

政
策
会
議
は
昨
年
七
月
に

「
建
設
産
業
政
策
２
０
１
７

＋
１０
〜
若
い
人
た
ち
に
明
日

の
建
設
産
業
を
語
ろ
う
〜
」

を
策
定
。
建
設
産
業
が
十
年

後
も
生
産
性
を
高
め
な
が
ら

現
場
力
を
維
持
で
き
る
よ
う

働
き
方
改
革
、
生
産
性
向

上
、
良
質
な
建
設
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
地
域
力
の
強
化
を

柱
に
法
制
度
な
ど
の
基
本
的

枠
組
み
に
つ
い
て
提
言
し

た
。
基
本
問
題
小
委
で
は
許

可
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

具
体
策
を
練
り
上
げ
る
。

公
共
工
事
の
施
工
時
期
平

準
化
で
は
直
轄
工
事
に
お
け

る
国
庫
債
務
負
担
行
為
の
積

極
的
活
用
や
地
域
単
位
で
の

発
注
見
通
し
の
統
合
・
公
表

の
拡
大
な
ど
を
行
う
。
災
害

復
旧
時
の
入
札
契
約
に
関
す

る
工
夫
で
は
①
緊
急
性
の
高

い
工
事
に
お
け
る
随
意
契
約

の
適
用
②
指
名
競
争
に
お
け

る
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
③
一
括

審
査
方
式
の
活
用
④
地
域
企

業
の
参
加
可
能
額
の
拡
大
⑤

地
域
維
持
型
Ｊ
Ｖ
（
建
設
共

同
企
業
体
）
の
活
用
⑥
復
興

係
数
・
復
興
歩
掛
の
導
入
⑦

事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連

携
）・
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式（
設
計
段

階
か
ら
施
工
予
定
者
が
関
与

す
る
方
式
）
の
活
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

厚
生
労
働
省
は
四
月
十
八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
講
堂
で
第
一
回
「
二
〇
二
三
年
技
能
五
輪
国
際
大
会
招

致
委
員
会
」
（
委
員
長
・
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
）
を
開
催
し
た
。
愛
知
へ
の
国
際
大
会
招
致
を
実
現
す
る
た

め
、
官
民
一
体
の
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
技
能
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
新

た
に
大
会
招
致
部
会
、
機
運
醸
成
部
会
、
選
手
強
化
部
会
を
設
置
し
、
国
内
の
招
致
・
技
能
尊
重
機
運
を
高
め
る

と
と
も
に
、
配
管
職
種
な
ど
若
い
世
代
に
よ
る
出
場
選
手
の
抜
本
的
な
強
化
を
め
ざ
す
。

配
管
職
種
な
ど
出
場
選
手
強
化

加藤厚労相

オールジャパンで取り組み推進

大村委員長

基本問題小委が意見交換
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